






A Feature of Renewal of Citizenship Education on 1970s'Social Studies 
in the United States: 










































① "Social Studies Curriculum Guidelines" (December 1971) <3> 



















































































ハーツバーグ (HazelWhitman Hertzberg)は， 1970年代のアメリカ社会科を









































Bar Association (ABA)や ConstitutionalRights Foundation (CRF)の動向に
注目している (16)。ABAとCRFが，今日に至るまでアメリカの法教育をリードす
る団体であることは，多くの研究者が認めるところである。「③社会問題」に関し
ては，ハントとメトカーフ (MauriceP. Hunt and Lawrence E. Metcalf) , オリバ




























education), 消費者教育 (consumereducation), キャリア教育 (career
education) , エネルギー教育 (educationabout energy), 人口教育 (education































I. 社会科教育の根本原理 (ABasic Rationale for Social Studies Education) 
I . ガイドライン (Guidelines)
II. 社会科プログラムを評価するためのチェックリスト (AChecklist for Evaluating 
a Social Studies Program) 












































知 識 学問領域の構造 (structureof a 社会諸科学の知識に，個々の生徒のニーズ
discipline) を重視し，社会諸 や社会的課題 (socialissues)に関する知
科学から導き出された知識より 識も加えて社会科の内容を構成する。
社会科の内容を構成する。
ム月ヒI:, 力 認知能力としての探究 (inquiry) 認知能力 (intellectual)に，情報処理能力
を大切にする。 (data processing)・人間関係能力 (human
relations) を加え， 3つの領域より考え
る。

































































































































































生徒が週 1回，老人ホームで行うボランティア活動等がこれに該当する。 (2) は，
コミュニティの社会的ニーズを満たすことを目的に，生徒がコミュニティで実施
されているプロジェクトに参画し，活動することを意味する。コンラッドらは，
(2) の性格を (1) と (3) の中間に位置するものと説明しており，具体的には，
障害を持つ子どものために夏休みのキャンプを企画・運営することを挙げている。









カリキュラムにどのように位置付けられるかを示している。 (1) から (6) の順
番は，カリキュラムの統合度が順に高まっていくことを示している。 (1) は，コ
ミュニティでボランティア活動をすることを意味し，放課後などを利用して実施
される。 (2) も (1) と同じようにボランティア活動を意味するのだが，その活
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